
外 部 用 カタログ

低臭 調湿防火機能

（22年03月21刷PKO） カタログNo.664

（１）標準所要量は、個々の条件により異なり増減します。 特に含浸シーラーは、増減幅が大きいのでご留意ください。
（２）上塗りの標準塗りつけ量は、1回目0.12（kg/m2/回）　2回目0.15（kg/m2/回）です。
（３）色相は「ホワイト」のみです。（調色は行いません）

部　　位 ： 漆喰仕上面（外部）など
塗装仕様 ： 消石灰系仕上げ塗材

（注）

工程

中塗り

素地調整 表面のゴミ・汚れなどは、ワイヤーブラシ・サンドペーパー･ウエスを使用して除去し、乾燥した清浄な面とする。

2時間以上7日以内 刷毛／ローラー
刷毛／ローラー

刷毛／ローラー

4時間以上7日以内

─

3～100.12アレスシックイ外部用バインダー／上水

上塗り（1回目） 5～100.16アレスシックイ（外部用）／上水

上塗り（2回目） 5～100.20アレスシックイ（外部用）／上水

塗料と処置 標準所要量
（kg/m2/回）

塗り重ね乾燥時間
（23℃） 塗装方法 希釈率

（重量％）

1

3

含浸塗り 16時間以上7日以内 刷毛／ローラー 00.20～0.40
アレスシックイ外部用含浸シーラー
　　　　　　　　　　　 ベース／硬化剤＝4／1

2

4

5

品名：アレスシックイ（外部用）
色 ：ホワイト

容量：15kg・4kg

品名：アレスシックイ外部用バインダー
色 ：白

容量：１５㎏

品名：アレスシックイ外部用含浸シーラー
色 ：透明

容量：１５㎏セット（ベース12㎏/硬化剤3㎏）

製品取り扱い上の注意事項（安全衛生他）
施工時の注意事項
塗装時の注意事項

ご使用上の注意事項
下記の注意事項を守ってください。詳細な内容については安全データシート（SDS）をご参照ください。

予防策
●取り扱い作業中・乾燥中ともに換気のよい場所で使用し、粉じん・ヒューム・ガス・ミスト・蒸気・スプ
レーを吸入しないこと。必要な保護具（帽子・保護めがね・マスク・手袋等）を着用し、身体に付着しな
いようにすること。
●吸入に関する危険有害性情報の表示がある場合、有機ガス用防毒マスク、又は、送気マスクを着
用すること。又、取り扱い作業場所には局所排気装置を設けること。
●皮膚接触に関する危険有害性情報の表示がある場合、頭巾・えり巻きタオル・長袖の作業着・前掛
を着用すること。
●本来の目的以外に使用しないこと。
●指定材料以外のものとは混合（多液品の混合・希釈等）しないこと。
●缶の取っ手を持って振ったり、取っ手をロープやフックで吊り下げたりしないこと。
●取り扱い後は、洗顔、手洗い、うがい、及び、鼻孔洗浄を十分行うこと。
●使用済みの容器は、火気、溶接、加熱を避けること。
●本品の付いた布類や本品のかす等は水に浸して処分すること。

対　応
●目に入った場 合：
●皮膚に付着した場合：

●吸 入 し た 場 合：
●飲み込んだ場 合：

直ちに、多量の水で洗うとともに医師の診察を受けること。
直ちに拭き取り、石けん水で洗い落とし、痛みや外傷等がある場合は、
医師の診察を受けること。
空気の清浄な場所で安静にし、必要に応じて医師の診察を受けること。
直ちに医師に連絡すること。無理に吐かせないこと。

漏出時や飛散した場合は、砂、布類（ウエス）等で吸い取り、拭き取ること。
火災時には、炭酸ガス、泡、又は、粉末消火器を用いること。

廃　棄
●本品の付いた布類や本品のかす、及び、使用済み容器を廃棄するときは、関連法規を厳守の上、
産業廃棄物として処分すること。（排水路、河川、下水、及び、土壌等の環境を汚染する場所へ廃
棄しないこと。）

保　管
●指定容器を使用し、完全にふたをして湿気のない場所に保管すること。
●直射日光、雨ざらしを避け、貯蔵条件に基づき保管すること。
●子供の手の届かない場所に保管すること。又、関連法規に基づき適正に管理すること。

アルミ容器への移し替えは絶対に行わないでください。
（化学反応により容器が膨張したり破裂することがあります）

1）素地のアルカリ度はｐH１０以下、表面含水率は１０%以下（ケット科学社製ＣＨ-２）、または５%以下
（ケット科学社製ＨＩ-５００シリーズ：コンクリートレンジ）の条件で塗装してください。
2）含浸塗りとして、漆喰仕上げ面にアレスシックイ外部用含浸シーラーを均一に塗装してください。表
層が濡れ色になるまで充分に塗りこんでください（追っかけで1～2回）。外部用バインダー塗装前に
セロテープなどを貼り付けセロテープに白い粉が付かない事を確認してください。万一、セロテープに
粉が付くような状態の場合、アレスシックイ外部用含浸シーラーを増し塗りし、セロテープに白い粉が
付かない状態にしてください。
3）含浸塗りとしてアレスシックイ含浸シーラーのほか、浸透形シーラーも使用できます。
4）中塗りのアレスシックイ外部用バインダー塗装の際は、補修部を刷毛で先行拾い塗りを行い、その
後ローラーで全面を塗装してください。バインダーの塗装は、下地を隠蔽させるようにしっかり塗り込
んでください。
5）上塗り用のローラーは、「WAKABA＜大塚刷毛製造（株）＞」または、「ハイブリッドローラー＜好川
産業（株）＞」「アレス漆喰ローラー（株式会社カンペハピオ製）」を推奨します。必要な場合はナイロ
ン刷毛を使用してください。（アレスシックイはアルカリ性のため、獣毛刷毛は早期に劣化します。）
6）ローラーは使用前に十分に余り毛を除去してください。
7）上塗り（１回目）は、均一にEP塗りの感覚で塗装してください。
8）上塗り（２回目）は、下層膜の影響を受け乾燥が早いため、手早く仕上げるようにしてください。　　
何度もローラーで擦ると艶が変わったり、肌が荒れたりと仕上がりを悪くする要因となります。
9）上塗り（２回目）を塗装する際は、塗り残しが発生し易いので、塗り残しの無いよう注意して塗装してく
ださい。

10）本品を施工後、降雨、紫外線等の影響で表面に白粉が生じますが、これは漆喰特性上の現象であ
り塗膜異常ではございません。

11）乾燥状況により、表層の粉化物が雨水等で流れ落ちる場合があります。
12）本品は、補修性が悪いため施工の際は十分にご注意ください。
13）移し替える塗料容器や塗装機器はステンレスまたはプラスチック製のものをご使用ください。アレス
シックイの塗料がアルミ材質の容器や塗装器具等に接触すると、化学反応によりアルミ材を腐食さ
せ、ガス発生により密閉容器が膨張・破裂する危険がありますのでご注意ください。

14）一般の水性塗料と混合するとゲル化等の不具合が生じます。容器や塗装用具は一般のものと使
用を分ける等の管理をお願いします。

15）シーリング材上の塗装は避けてください（後打ちとしてください）。一般の艶消し塗料と同様、シーリン
グ部の伸縮に塗膜が追随できずワレが発生します。また、シーリング材に含有される可塑剤が塗膜
にブリードし濡れ色（黒ずみ）になります。

16）塗装直後の降雨などにより塗料成分が溶出し、塗装部位の下部に流れ跡が発生する場合がありま
すのでご注意ください。

17）塗膜に割れが生じるおそれがあるため、軟らかい塗膜の上への塗装は避けてください。
18）カタログの希釈率を遵守してください。薄めすぎは隠蔽力不足、色ムラなど仕上がり不良の原因とな
りますので規定範囲を超えて希釈しないでください。

19）気温5℃以上、湿度75％RH未満の環境で塗装管理（塗装時とその前後）してください。高湿度下
での塗装を避けてください。

20）棒塗りで手早く仕上げてください。（塗り残しやローラー耳に注意）アレスシックイの塗膜は多孔質な
ため、特に２回目塗装時に１層目の塗膜へ吸水し、乾燥が早くなります。戻ってローラーを均す塗装
作業を繰り返すほど肌あれを起こしやすくなりますのでご注意ください。また、ローラー目により、色相
や仕上がり感が異なって見えることがありますので、ローラー目は同一方向に揃えるようしてください。

21）仕上げ後についた軽度な擦りキズの補修は、筆差し、ペーパー研磨、スプレーボカシ塗り等で最小
限の部分補修としてください。（ローラー、刷毛でのタッチアップを行うと目立ちやすいため）この方法
で困難な場合は、見切りのよい面までの再塗装を行ってください。

その他注意事項
1）降雨が予想される場合は、施工を避けてください。
2）上記塗り重ね乾燥時間は、温度23℃・湿度50％の場合での目安です。環境条件により乾燥時間
は異なりますのでご注意ください。
3）本品取り扱い中は、充分な換気をしてください。特に低温時、密閉状態での施工は避けてください。
（光沢ムラが発生する場合があります）。
4）本品取り扱い中は、皮膚に付着しないように専用マスク、眼鏡、手袋等保護具を着用してください。
　（本品は高アルカリのため、皮膚の薬傷、目の損傷を生じることがあります。）
5）安全に取り扱っていただくため、ご使用前に必ずSDS（製品安全データーシート）をご確認ください。

材料の保管調整
1）材料保管は、直射日光を避け、屋内保管（5℃～30℃）としてください。
2）アレスシックイ外部用含浸シーラーは2液形です。配合比率を厳守の上ハンドミキサーでよく攪拌し
て均一な状態にしてからご使用ください。
3）中塗り材及び上塗り材は希釈に上水を添加後、必ずハンドミキサーを使用してよく攪拌し、均一な
状態にしてください。
4）使用前にハンドミキサー等で均一に攪拌した後、ご使用ください。
5）乾燥した塗膜片が塗料に混ざり塗装されると仕上りを損ないます。休憩時間は水分の蒸発がないよ
う容器を密閉保管してください。また開封後の塗料はできる限り一度に使い切ってください。開封及
び希釈した貯蔵塗料を使用すると正常な仕上りを得られないおそれがあります。

養生等
1）施工面以外に塗材が付着しないよう養生テープ・ビニールシート等で十分に養生してください。
2）養生テープは「車両用マスキングテープNo.7239（日東電工社製）」をご使用ください。他の種類の
養生テープでは、テープ粘着剤がシックイ面に残存し変色するおそれがあります。なお、長時間の貼
付は部分的に黄変することがありますので、できるだけ早くとり外してください。

下地調整
1）被塗面を清浄な面としてください。
2）欠損部は市販の「補修用漆喰」にて補修、穴埋めしてください。



これまで「漆喰壁」を塗り替える場合、決定打になる仕様があり

ませんでした。しかし、これからは「漆喰塗料アレスシックイ

（ 外部用）」です。漆喰本来の良さを見直し、風合いを損なう

ことなく、優れた機能性を最大限に発揮した画期的な壁塗材

です。ハケやローラーによる一般的な塗装方法で施工が可能

です。広範囲に手軽に漆喰壁が再現できます。

その漆喰壁、
アレスシックイ外部用で
塗りかえませんか？

小田原城（神奈川県）

四天王寺（大阪府）

いにしえより日本に伝わる伝統的な壁塗材である“漆喰”は、

自然素材独特の風合いと質感に加え、主成分である消石灰

（水酸化カルシウム）の効果によるさまざまな機能を有しています。

漆喰塗料「アレスシックイ（外部用）」は、この優れた自然素材である

「漆喰」の機能をそのままに、高度な左官技術を必要としない、

取り扱いしやすい、いわば「塗料状態化した漆喰」です。

ぐんと身近に手軽になった「シックイ壁」を、是非お試しください。

消石灰が有する吸湿機能により結露抑制に有効です。
特長 4

燃えにくく防火機能に優れています。
特長 3

ハケ・ローラーでの施工が容易です。
特長 1

低臭で揮発性有機化合物をほとんど含みません。
（TVOC 0.01%以下）特長 2
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棄しないこと。）

保　管
●指定容器を使用し、完全にふたをして湿気のない場所に保管すること。
●直射日光、雨ざらしを避け、貯蔵条件に基づき保管すること。
●子供の手の届かない場所に保管すること。又、関連法規に基づき適正に管理すること。

アルミ容器への移し替えは絶対に行わないでください。
（化学反応により容器が膨張したり破裂することがあります）

1）素地のアルカリ度はｐH１０以下、表面含水率は１０%以下（ケット科学社製ＣＨ-２）、または５%以下
（ケット科学社製ＨＩ-５００シリーズ：コンクリートレンジ）の条件で塗装してください。
2）含浸塗りとして、漆喰仕上げ面にアレスシックイ外部用含浸シーラーを均一に塗装してください。表
層が濡れ色になるまで充分に塗りこんでください（追っかけで1～2回）。外部用バインダー塗装前に
セロテープなどを貼り付けセロテープに白い粉が付かない事を確認してください。万一、セロテープに
粉が付くような状態の場合、アレスシックイ外部用含浸シーラーを増し塗りし、セロテープに白い粉が
付かない状態にしてください。
3）含浸塗りとしてアレスシックイ含浸シーラーのほか、浸透形シーラーも使用できます。
4）中塗りのアレスシックイ外部用バインダー塗装の際は、補修部を刷毛で先行拾い塗りを行い、その
後ローラーで全面を塗装してください。バインダーの塗装は、下地を隠蔽させるようにしっかり塗り込
んでください。
5）上塗り用のローラーは、「WAKABA＜大塚刷毛製造（株）＞」または、「ハイブリッドローラー＜好川
産業（株）＞」「アレス漆喰ローラー（株式会社カンペハピオ製）」を推奨します。必要な場合はナイロ
ン刷毛を使用してください。（アレスシックイはアルカリ性のため、獣毛刷毛は早期に劣化します。）
6）ローラーは使用前に十分に余り毛を除去してください。
7）上塗り（１回目）は、均一にEP塗りの感覚で塗装してください。
8）上塗り（２回目）は、下層膜の影響を受け乾燥が早いため、手早く仕上げるようにしてください。　　
何度もローラーで擦ると艶が変わったり、肌が荒れたりと仕上がりを悪くする要因となります。
9）上塗り（２回目）を塗装する際は、塗り残しが発生し易いので、塗り残しの無いよう注意して塗装してく
ださい。

10）本品を施工後、降雨、紫外線等の影響で表面に白粉が生じますが、これは漆喰特性上の現象であ
り塗膜異常ではございません。

11）乾燥状況により、表層の粉化物が雨水等で流れ落ちる場合があります。
12）本品は、補修性が悪いため施工の際は十分にご注意ください。
13）移し替える塗料容器や塗装機器はステンレスまたはプラスチック製のものをご使用ください。アレス
シックイの塗料がアルミ材質の容器や塗装器具等に接触すると、化学反応によりアルミ材を腐食さ
せ、ガス発生により密閉容器が膨張・破裂する危険がありますのでご注意ください。

14）一般の水性塗料と混合するとゲル化等の不具合が生じます。容器や塗装用具は一般のものと使
用を分ける等の管理をお願いします。

15）シーリング材上の塗装は避けてください（後打ちとしてください）。一般の艶消し塗料と同様、シーリン
グ部の伸縮に塗膜が追随できずワレが発生します。また、シーリング材に含有される可塑剤が塗膜
にブリードし濡れ色（黒ずみ）になります。

16）塗装直後の降雨などにより塗料成分が溶出し、塗装部位の下部に流れ跡が発生する場合がありま
すのでご注意ください。

17）塗膜に割れが生じるおそれがあるため、軟らかい塗膜の上への塗装は避けてください。
18）カタログの希釈率を遵守してください。薄めすぎは隠蔽力不足、色ムラなど仕上がり不良の原因とな
りますので規定範囲を超えて希釈しないでください。

19）気温5℃以上、湿度75％RH未満の環境で塗装管理（塗装時とその前後）してください。高湿度下
での塗装を避けてください。

20）棒塗りで手早く仕上げてください。（塗り残しやローラー耳に注意）アレスシックイの塗膜は多孔質な
ため、特に２回目塗装時に１層目の塗膜へ吸水し、乾燥が早くなります。戻ってローラーを均す塗装
作業を繰り返すほど肌あれを起こしやすくなりますのでご注意ください。また、ローラー目により、色相
や仕上がり感が異なって見えることがありますので、ローラー目は同一方向に揃えるようしてください。

21）仕上げ後についた軽度な擦りキズの補修は、筆差し、ペーパー研磨、スプレーボカシ塗り等で最小
限の部分補修としてください。（ローラー、刷毛でのタッチアップを行うと目立ちやすいため）この方法
で困難な場合は、見切りのよい面までの再塗装を行ってください。

その他注意事項
1）降雨が予想される場合は、施工を避けてください。
2）上記塗り重ね乾燥時間は、温度23℃・湿度50％の場合での目安です。環境条件により乾燥時間
は異なりますのでご注意ください。
3）本品取り扱い中は、充分な換気をしてください。特に低温時、密閉状態での施工は避けてください。
（光沢ムラが発生する場合があります）。
4）本品取り扱い中は、皮膚に付着しないように専用マスク、眼鏡、手袋等保護具を着用してください。
　（本品は高アルカリのため、皮膚の薬傷、目の損傷を生じることがあります。）
5）安全に取り扱っていただくため、ご使用前に必ずSDS（製品安全データーシート）をご確認ください。

材料の保管調整
1）材料保管は、直射日光を避け、屋内保管（5℃～30℃）としてください。
2）アレスシックイ外部用含浸シーラーは2液形です。配合比率を厳守の上ハンドミキサーでよく攪拌し
て均一な状態にしてからご使用ください。
3）中塗り材及び上塗り材は希釈に上水を添加後、必ずハンドミキサーを使用してよく攪拌し、均一な
状態にしてください。
4）使用前にハンドミキサー等で均一に攪拌した後、ご使用ください。
5）乾燥した塗膜片が塗料に混ざり塗装されると仕上りを損ないます。休憩時間は水分の蒸発がないよ
う容器を密閉保管してください。また開封後の塗料はできる限り一度に使い切ってください。開封及
び希釈した貯蔵塗料を使用すると正常な仕上りを得られないおそれがあります。

養生等
1）施工面以外に塗材が付着しないよう養生テープ・ビニールシート等で十分に養生してください。
2）養生テープは「車両用マスキングテープNo.7239（日東電工社製）」をご使用ください。他の種類の
養生テープでは、テープ粘着剤がシックイ面に残存し変色するおそれがあります。なお、長時間の貼
付は部分的に黄変することがありますので、できるだけ早くとり外してください。

下地調整
1）被塗面を清浄な面としてください。
2）欠損部は市販の「補修用漆喰」にて補修、穴埋めしてください。


